
1 

 

Ｒ３終了課題 事後評価の流れ・手順 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－１ 

  

研究代表者より事務局に書類の提出 

評価分科会各委員による事後評価シートの作成 

研 究 評 価 会 の 開 催 

事務局より研究代表者に提出書類の作成依頼 

事務局より評価分科会各委員等へ提出書類の送付 

評価分科会による事後評価（案）を作成するための審議 

事 後 評 価 （ 案 ） の 作 成     
 

評価分科会長による事後評価（案）の作成 

～5 月下旬 

5 月末 

7 月 8 日 

ハード分野 

7 月 26 日 

ソフト分野 

 

～8 月上中旬 

新 道 路 技 術 会 議 の 開 催     
 

事後評価の決定 
8 月 31 日 

事後評価結果の公表 

書 類 の 事 前 査 読 

～6 月下旬 
評価分科会各委員による書類の事前査読 

（会議後公表） 
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研究成果の公表方法について 

 

１．公表する研究成果関係資料 

研究終了報告書／研究概要（日本語・英語）／成果報告レポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究成果の公表方法 

 事後評価結果については、新道路技術会議のホームページ上において、ＰＤＦ形

式で掲載するなどにより公表。 

 事後評価が「Ａ」評価となった案件については、「優秀技術研究開発賞」として

表彰盾を贈呈。 

研究終了報告書 研究概要（日本語） 【様式３】 

「道路政策の質の向上に資する技術研究開発」（平成○○年度採択） 

研 究 概 要（イメージ） 

番号 研究課題名 研究代表者 

No.22-○ 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○に関する

研究開発 
○○大学 教授 ○○ ○○ 

 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○を実現するため、○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○を研究目的として、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○を実施する研究開発。 

１．研究の背景・目的（研究開始当初の背景・動機、目標等） 

 

 

 

 

 

２．３ヵ年の研究内容（研究の方法・項目等） 

 

 

 

 

 

３．研究成果（図表・写真等を活用し分かりやすく記述） 

 

 

 

 

 

４．主な発表論文（研究代表者はゴシック、研究分担者は下線） 

 

 

 

 

 

５．今後の展望（研究成果の活用や発展性、今後の課題等） 
 

 

 

 

 

６．道路政策の質の向上への寄与（研究成果の実務への反映見込み等） 
 

 

 

 

 
７．ホームページ等（関連ウェブサイト等） 

 

成果報告レポート 研究概要（英語） 
【様式４】 

“Technical Research and Development for Improving Quality of Road Policy” 

Summary of the Study (image) 

No. Theme 
Representative of 

Researchers 

No.22-○ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○○univ. Prof. ○○○○ 

 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○ 

 
1. Background and Object 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
2. Activity in Research Period(3 Years) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. Result 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


